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煙
二
人
乗
り
は
禁
止

煙
並
進
は
禁
止

煙
夜
間
は
ラ
イ
ト
を
点
灯

煙
信
号
を
守
る

煙
交
差
点
で
の
一
時
停
止
と
安
全
確

　
認

胸
子
ど
も
（
　
歳
未
満
）
は
、
ヘ
ル

13

メ
ッ
ト
を
着
用

　
こ
れ
ら
は
道
路
交
通
法
で
定
め
ら

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
千
葉
県
道
路
交

通
法
施
行
細
則
で
、「
傘
差
し
運
転

な
ど
禁
止
」「
携
帯
電
話
な
ど
使
用

禁
止
」「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
な
ど
使
用
禁

止
」
が
定
め
ら
れ
、
い
ず
れ
も
違
反

す
る
と
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

自
転
車
の
点
検
と
保
険
の
加
入

　
自
転
車
の
整
備
不
良
が
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
自
転
車
事
故

で
も
高
額
な
損
害
賠
償
事
件
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
点
検
と
保

利
用
者
の
責
務
」
と
し
て
、
安
全

利
用
の
順
守
、
安
全
利
用
に
関
す
る

事
業
へ
の
協
力
、
自
転
車
整
備
お
よ

び
保
険
加
入
に
努
め
る
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
事
業
者
の
役
割
、
関

係
団
体
な
ど
の
責
務
、
自
転
車
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
推
進
、
利
用
環
境
の

向
上
お
よ
び
自
転
車
安
全
利
用
の
た

め
の
計
画
策
定
な
ど
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

安
全
利
用
の
順
守
事
項

（
自
転
車
安
全
利
用
五
則
ほ
か
）

胸
自
転
車
は
、
車
道
が
原
則
、
歩
道

は
例
外

胸
車
道
は
、
左
側
を
通
行

胸
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
、
車
道
寄

り
を
徐
行

胸
安
全
ル
ー
ル
を
守
る

煙
飲
酒
運
転
は
禁
止
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平
成
　
年
9
月
議
会
定
例
会
で
議

24

員
提
案
に
よ
る
「
印
西
市
自
転
車
の

安
全
・
安
心
利
用
に
関
す
る
条
例
」

が
、
可
決
・
成
立
し
、
平
成
　
年
4

25

月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
条
例
は
、
環
境
に
優
し
く
、

身
近
な
交
通
手
段
で
あ
る
自
転
車
の

安
全
で
安
心
な
利
用
を
促
進
す
る
た

め
、
自
転
車
利
用
者
の
運
転
意
識
や

自
転
車
損
害
保
険
な
ど
の
加
入
率
の

向
上
、
自
転
車
を
安
全
・
快
適
に
利

用
で
き
る
環
境
の
整
備
お
よ
び
自
転

車
に
起
因
す
る
事
故
の
未
然
防
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

「
市
の
責
務
」
と
し
て
自
転
車
の
安

全
な
利
用
に
関
す
る
意
識
の
啓
発
、

自
転
車
の
点
検
整
備
の
促
進
、
自
転

車
損
害
保
険
な
ど
へ
の
加
入
の
勧
奨
、

乗
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
普
及
な
ど
必

要
な
施
策
の
実
施
、
ま
た
「
自
転
車

険
加
入
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
行
政
、市
民
、自
転
車
利
用
者
、事

業
者
、関
係
機
関
が
協
力
し
て
自
転

車
の
交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

■問 
市
民
安
全
課
市
民
安
全
班
（
緯
内

線
7
1
2
）。

　
今
年
十
回
目
を
迎
え
る
「
J
―
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
大
賞
2
0
1
2
（
全
日
本
小

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞
）」
で
、
全

【
千
葉
県
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
】

煙
千
葉
県
推
進
委
員
長
賞
（
県
知
事

賞
）
…
伊
藤
花
奈
子
（
木
下
小
6
年
）

『「
あ
り
が
と
う
」
の
花
』

【
印
西
市
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
作
品
】

煙
印
西
市
推
進
委
員
長
賞（
市
長
賞
）

 印
西
市
自
転
車
の

安
全
・
安
心
利
用
に
関
す
る
条
例
を
制
定
 

　市では、ごみの減量化、資源化の促進を図
ることを目的とした有価物集団回収奨励金交
付事業を実施しています。
　資源として再利用できる有価物（紙類・布
類・ビン類・金属類）を継続的に収集し、回
収業者に売却する町内会や子ども会などの地
域団体に対して、回収量に応じて１kgにつ
き６円の奨励金を交付する内容となっていま
す。登録をしていただき、ごみの減量化、資
源化にご協力をお願いします。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線
３８１）。

ごみの分別大事典シリーズ瓜

 有価物集団回収団体に
奨励金を交付します 

…
富
田
万
尋
（
本
埜
第
二
小
5
年
）

「
あ
い
さ
つ
の
大
切
さ
」

煙
教
育
長
賞
…
小
川
栞
奈
（
木
刈
小

5
年
）「
言
葉
の
力
」

煙
警
察
署
長
賞
…
山
下
龍
元
（
小
林

北
小
6
年
）「
い
じ
め
に
つ
い
て
」

（
敬
称
略
）

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
社
会
福
祉
課
厚
生
班
（
緯
内
線
2

5
4
～
2
5
6
）。

 三
年
連
続
応
募
点
数
県
下
一
位

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
 

国
2
0
街
7
4
1
校
の
中
か
ら
、
内

野
小
学
校
が
最
優
秀
賞
の
「
J
―
Ｋ

Ｉ
Ｄ
Ｓ
大
賞
」
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
豊
富

な
情
報
量
、
活
発
な
コ
メ

ン
ト
の
や
り
と
り
、
そ
し

て
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組

み
の
様
子
や
思
い
が
感
じ

ら
れ
る
、
魅
力
的
な
コ
ン

テ
ン
ツ
で
あ
る
と
し
て
評

価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■問 
指
導
課
指
導
班
（
緯
内

線
5
3
3
）。

 内
野
小
学
校
が

全
日
本
小
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
大
賞
で
大
賞
受
賞
外
 

全国ベスト８となった内野小学校全国ベスト８となった内野小学校のの
ホームペーホームページジ（http://inzai.ed.jp/uchino-e/（http://inzai.ed.jp/uchino-e/））

▲各入賞作品の受賞者のみなさん（左から伊藤花奈
子さん、富田万尋さん、小川栞奈さん、山下龍元さん）。
印西市は全体の応募作品13,843点うち1,689点の
応募があり、前々年度から引き続き、応募作品数は、
千葉県内でも一番でした。

　
自
転
車
安
全
整
備
店
で
自
転

車
安
全
整
備
士
が
自
転
車
を
点

検
・
整
備（
有
料
）し
、安
全
が
確
認
さ
れ
た

マ
ー
ク
。こ
の
マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
た
自
転

車
に
は
、傷
害
・
賠
償
責
任
保
険
が
付
加
さ

れ
て
い
ま
す
。

ＴＳマーク
で安心に運転

▲ＴＳマーク



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.chiba.jp

凡
例

公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
応
募
団
体
相
談
会

　
公
益
信
託
印
西
市
ま
ち
づ
く
り

フ
ァ
ン
ド
で
は
、
市
民
活
動
団
体
の

立
ち
上
げ
支
援
や
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
支
援
の
た
め
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
、
応
募
団
体
を
対

象
に
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
　
分
～

14

30

午
後
4
時
　
分
。

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
（
大
森
）。

■申 
相
談
を
希
望
す
る
団
体
は
、
事
前

に
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
ま
で
。

※
制
度
概
要
な
ど
詳
し
く
は
、
3
月

1
日
発
行
予
定
の
「
応
募
の
手
引

き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
応
募
の

手
引
き
」
は
千
葉
銀
行
法
人
営
業

部
・
印
西
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
支
店
・
印
西
牧
の
原
支
店
の
ほ
か
、

市
役
所
市
民
活
動
推
進
課
、
各
支

所
・
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
。

■問 
千
葉
銀
行
法
人
営
業
部
公
益
信
託

担
当
（
緯
0
4
3
―
3
0
1
―
8
0

3
7
）、【
制
度
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
】
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支

援
班
（
緯
内
線
3
4
5
）。

ま
き
ス
ト
ー
ブ
な
ど
を
使
用
し
た
際

に
発
生
す
る
灰
の
取
り
扱
い

　
環
境
省
の
通
知
に
よ
り
、
ま
き
を

燃
料
利
用
し
た
灰
は
、
放
射
能
濃
度

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
を
除

き
、
市
町
村
な
ど
が
一
般
廃
棄
物
と

し
て
収
集
・
処
分
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
き
を
燃
料
と
し
た
ス
ト
ー
ブ
、

ボ
イ
ラ
ー
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、

発
生
し
た
灰
を
、
庭
や
畑
に
ま
い
た

り
せ
ず
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、

人
が
近
寄
ら
な
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、

左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
ク
リ
ー
ン
推
進

班
（
緯
内
線
3
8
2
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp
）。

物
持
参
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
だ
ん
ご
ま
つ
り
の
運
営
を
手
伝
っ

て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
携
わ

る
市
民
活
動
に
興
味
が
あ
る
人
は
、

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■内 
開
催
期
間
前
後
の
準
備
・
撤
収
、
当

日
の
駐
車
場
誘
導
・
館
内
誘
導
な
ど
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で
。

■問 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯
碓48 

4
5
0
0
・
■メール i.sh
ie
n
ce
n
te
r

＠
m
in
o
s.o
cn
.n
e
.jp

）。

高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　「
植
木
管
理
基
礎
講
座
」

　
　
　
　
　
　
　
無
料
講
習
会

■時 
3
月
　
日
峨
～
　
日
牙
・
午
前
9

12

14

時
～
正
午
（
予
備
日
は
近
日
を
予

定
）。

■場 
多
種
多
様
の
植
木
が
あ
る
民
間
企

業
の
敷
地
を
予
定
。

■内 
剪
定
作
業
の
準
備
か
ら
各
種
植
木

の
剪
定
実
技
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

噛
講
師
…
高
野
光
利
氏
（
樹
木
医
）。

■対 
市
内
在
住
　
歳
以
上
の
人
で
、
3

60

日
間
出
席
で
き
る
人
。

■定 
　
人
。

15
■申 
2
月
　
日
牙
ま
で
に
、
電
話
で
左

28

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
高
齢
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
（
緯

碓47 
4
0
5
0
）。

調
理
実
習
講
習
会

　
簡
単
で
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー

　
楽
し
く
作
っ
て
献
立
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
ま
し
ょ
う
。

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
・
利
用
認
定
会

　
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
で
、

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室
と
利
用
認
定
会

を
実
施
し
ま
す
。

　
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
施
設
の
一
般
利
用

は
、
利
用
認
定
証
取
得
者
の
み
で
す
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
公
民
館
、
出
張
所
に
あ
る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
　
日
蚊
・【
教
室
】
午
後
5

17

時
～
6
時
　
分
、【
利
用
認
定
会
】
午

50

後
7
時
～
8
時
　
分
。

50

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
。
■定 
各
　
人
。

20

■他 
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
が
必
要
。

■申 
2
月
　
日
俄
～
3
月
　
日
蚊
の
間

18

10

平成２５年（２０１３）２月１５日号（２）

■問 
文
化
ホ
ー
ル
（
緯
碓42 
8
8
1
1
）。

■時 
2
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
午
後

26

10

2
時
ご
ろ
（
受
け
付
け
9
時
　
分
45

～
）。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
。

■対 
一
般
成
人
（
男
女
問
わ
ず
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
5
0
0
円
。

■他 
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
ふ
き
ん

3
～
4
枚
持
参
。

■申 
2
月
　
日
画
ま
で
に
、
電
話
で
左

22

記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
地
区
健
康
推
進
員
・
中
島
（
緯
碓46 

0
4
0
8
）、
伊
藤
（
緯
碓47 
2
9
1

4
）。

講
座
・
催
し

　
芸
術
文
化
活
動
を
し
て
い
る
み
な

さ
ん
に
、
文
化
ホ
ー
ル
の
ホ
ワ
イ
エ

を
発
表
の
場
と
し
て
開
放
し
ま
す
。

胸
実
施
日
…
毎
月
1
回
程
度
（
前
期

分
と
し
て
4
月
～
9
月
末
日
）。
日

時
は
出
演
者
と
協
議
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
牙
ま
で
に
、
所
定
の
申

28

込
用
紙
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の

里
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
応
募
多
数
の
場
合
は
協
議
で
決

定
）。

※
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
が
、
同

施
設
内
に
図
書
館
が
あ
る
た
め
、
制

限
が
あ
り
ま
す
。

 芸
術
文
化
発
表
会「
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」出
演
者
募
集

　
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
展
示

コ
ー
ナ
ー
を
、
み
な
さ
ん
の
趣
味
や

特
技
を
活
か
し
て
素
敵
な
空
間
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

胸
展
示
期
間
…
前
期
分
と
し
て
4
月

～
9
月
末
日
の
う
ち
2
週
間
程
度
。

■対 
市
内
に
住
所
の
あ
る
個
人
ま
た
は

団
体
（
営
利
目
的
は
除
く
）。

■費 
無
料
。

■申 
2
月
　
日
牙
ま
で
に
、
所
定
の
申

28

請
書
（
文
化
ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
そ
う
ふ
け
ふ
れ
あ
い
の
里

に
用
意
）
に
関
係
書
類
を
添
付
し
、

文
化
ホ
ー
ル
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
状
況
に
応
じ
て
展
示
日
の
調
整
を

行
い
ま
す
。

 文
化
ホ
ー
ル
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
市
民
招
待
席
」

　　このメール配信サービスは、どなたでも利用することができますが、あ
らかじめ『利用者登録』が必要になります。
　なお、登録は無料ですが、『利用者登録』および『登録解除』の際の通信料、
メールの受信、WEB閲覧にかかる費用は、利用者の負担になります。
【防災メール『利用者登録』手順】
　利用する通信機器から下のアドレスに「空」メールを送信してください。

 b@inz.171k.jp

※利用者登録手順および配信する内容の詳細については、市ホームページ
（http://www.city.inzai.chiba.jp）に掲載。
■問 防災課防災班（緯内線４５4）。

防災メール

▲ QRコードも
利用可です

自
然
探
検
隊

 「
源
頼
政
伝
承
の
里
を
歩
く
」

　
源
頼
政
伝
承
の
里
を
歩
き
、
自
然

や
巨
木
を
探
し
ま
す
。

■時 
3
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

16

30

正
午
。

■対 
原
則
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
人
。

■定 
　
人
程
度
。

20
■費 
1
0
0
円
（
保
険
料
）。

■他 
筆
記
用
具
、
水
筒
、
あ
れ
ば
双
眼

鏡
、
ル
ー
ペ
持
参
。

■申 
3
月
　
日
俄
（
当
日
消
印
有
効
）

11

ま
で
に
、
は
が
き
、
F
A
X
も
し
く

は
メ
ー
ル
に
臼
参
加
申
し
込
み
を
す

る
自
然
探
検
隊
の
タ
イ
ト
ル
渦
住
所

嘘
参
加
者
全
員
の
氏
名
・
年
齢
・
職

業
（
学
年
）
唄
連
絡
先
電
話
番
号
を

記
入
し
、
左
記
ま
で
（
集
合
場
所
な

ど
は
後
日
連
絡
い
た
し
ま
す
）。

■問 
環
境
保
全
課
環
境
保
全
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
6
5
・
胃
碓42 

7
2
4
2
・
■メール k

an
k
y
o
u
k
a@
c

ity
.in
zai.lg

.jp

）。

異
文
化
理
解
講
座

　
外
国
人
と
の
共
生
社
会
を
実
現
す

る
た
め
、
日
本
と
異
な
る
文
化
や
習

慣
な
ど
を
理
解
す
る
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
3
時

15

　
分
。

30■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■内 
市
内
小
・
中
学
校
に
勤
務
す
る
A

L
T（
外
国
人
英
語
講
師
）が
、
テ
ー

マ
に
そ
っ
た
母
国
紹
介
を
英
語
で
行

い
ま
す
（
通
訳
あ
り
）。

噛
講
師
…
ロ
ス
・
エ
イ
ト
ケ
ン
氏

（
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■申 
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、
左
記
ま

で
（
先
着
順
）。

■問 
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
（
緯
内

線
4
7
3
・
■メール k

ik
ak
u
k
a@
city

.in
zai.lg

.jp

）。

第
8
回
市
民
活
動
だ
ん
ご
ま
つ
り

　
市
内
、
近
隣
の
市
民
活
動
団
体
の

お
祭
り
を
開
催
し
ま
す
。
展
示
の
ほ

か
、
屋
台
や
販
売
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
が
盛
り
沢
山
。
人
気
講
座
の

体
験
コ
ー
ナ
ー
の
参
加
者
も
募
集
し

ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

■時 
3
月
9
日
臥
・
午
前
　
時
～
午
後

10

4
時
、　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
午
後

10

10

3
時
。

※
　
日
蚊
は
展
示
の
み
。

10
■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館

（
中
央
南
）。

■内 
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
ク
イ
ズ
、
ゲ
ー

ム
、
演
舞
、
活
動
紹
介
の
パ
ネ
ル
展

示
、
綿
菓
子
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
コ
ー

ヒ
ー
の
屋
台
、
野
菜
や
手
作
り
雑
貨

の
販
売
な
ど
。

【
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
体
験
者

を
募
集
】

■時 
3
月
9
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
、

11

午
後
1
時
～
2
時
。

■対 
生
後
2
カ
月
～
8
カ
月
の
乳
児
と

そ
の
保
護
者
。

■定 
午
前
・
午
後
と
も
各
6
組
。

■他 
バ
ス
タ
オ
ル
、
赤
ち
ゃ
ん
の
飲
み

防
災
行
政
無
線
音
響
調
査
に
伴
う

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
の
音
響
調
査
の
た

め
、
音
響
調
査
の
試
験
放
送
を
左
記

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
該
当
地
区

の
み
な
さ
ん
に
は
大
き
な
音
が
出
る

な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■時 
2
月
　
日
俄
～
3
月
4
日
俄
・
午

18

前
9
時
～
午
後
4
時
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）。

■場 
印
西
地
区
（
本
埜
地
区
、
印
旛
地

区
を
除
く
）。

※
詳
し
く
は
左
記
ま
で
。

■問 
防
災
課
防
災
班
（
緯
内
線
4
5
2
・

4
5
4
）。　

そ
の
ほ
か

ス
ポ
ー
ツ

に
申
込
書
を
提
出
（
先
着
順
）。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

環
境
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

胸
応
募
資
格
…
消
費
生
活
専
門
相
談

員
、
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
消

費
生
活
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
い
ず
れ

か
の
資
格
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
的
操
作
が
で
き
る
人
。

胸
任
期
…
4
月
1
日
～
平
成
　
年
3

27

月
　
日
。

31
胸
報
酬
…
日
額
9
街
6
0
0
円
。

胸
勤
務
日
…
原
則
、
週
1
日
～
2
日
。

胸
勤
務
時
間
…
午
前
9
時
　
分
～
午

30

後
4
時
　
分
（
休
憩
・
正
午
～
午
後

30

1
時
）。

胸
応
募
方
法
…
2
月
　
日
牙
ま
で
に
、

28

履
歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
と
資
格

を
証
す
る
書
類
の
写
し
を
左
記
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
。

胸
選
考
方
法
…
書
類
審
査
お
よ
び
面

接
。

■問 
経
済
政
策
課
経
済
政
策
班
（
〒
2

7
0
―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3

6
4
―
2
・
緯
内
線
3
5
4
）。

行
政
依
頼
配
布
物
を
配
布
す
る

非
常
勤
職
員

　
公
用
車
を
使
用
し
て
、
行
政
依
頼

配
布
物
（
回
覧
物
な
ど
）
を
各
町
内

会
な
ど
へ
配
達
す
る
非
常
勤
職
員
を

募
集
し
ま
す
（
配
布
物
の
量
に
よ
り
、

力
仕
事
を
伴
う
場
合
あ
り
）。

胸
勤
務
時
間
…
毎
月
第
2
、
第
4
水

曜
日
・
午
前
9
時
～
午
後
3
時
ご
ろ
。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

25

の
会
期
は
2
月
　
日
俄
～
3
月
　
日

18

22

画
の
予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に

休
会
日
が
あ
り
ま
す
。
開
催
日
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

議
会
中
継
を
行
い
ま
す

　
平
成
　
年
第
1
回
市
議
会
定
例
会

25

中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
議
会

中
継
（
生
中
継
お
よ
び
録
画
中
継
）

を
行
い
ま
す（
ア
ド
レ
ス
はh

ttp
:/

/w
w
w
.d
iscu
ssv
isio
n
.n
e
t

/in
zaisi/in

d
e
x
.h
tm
l

）。

■問 
議
会
事
務
局
。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」
の

1
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

　
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
左
記

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

■対 
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人
。

■問 
議
会
事
務
局
。

非
常
勤
の
給
食
調
理
員

　
木
下
小
学
校
の
学
校
給
食
を
作
る

給
食
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

胸
勤
務
日
…
原
則
と
し
て
小
学
校
の

給
食
実
施
日
（
1
9
0
日
）。

胸
勤
務
時
間
…
平
日
・
午
前
8
時
～

午
後
4
時
。

胸
雇
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

■対 
心
身
と
も
に
健
康
な
　
歳
未
満
の

65

人
。

■定 
若
干
名
。

胸
賃
金
…
時
給
8
2
0
円
～
8
8
0

円
（
経
験
年
数
に
よ
る
）。

※
通
勤
手
当
あ
り
。

■申 
3
月
1
日
画
ま
で
に
、
履
歴
書

（
自
筆
で
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記

ま
で
提
出
。

■問 
高
花
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
管
理
班

（
緯
碓46 
1
7
4
8
）。

消
費
生
活
相
談
員

            （
非
常
勤
特
別
職
）

　
市
で
は
、
消
費
生
活
に
係
る
相
談

お
よ
び
苦
情
の
処
理
な
ど
に
関
す
る

業
務
を
行
う
消
費
生
活
相
談
員
を
募

集
し
ま
す
。

◆木下万葉公園前に今年もビッグひな人形
（高さ5mの桃の花も登場！）
　昨年に続き「木下
を 元 気 に！」を
テーマに、木下万
葉公園南側・特設
会場にビッグひな
人形（全長3～6m）
を4体設置します。
　早春の万葉公園
に咲く50本の河津
桜とともに鮮やか
に彩られたひな人形を見に、ご家族でお越しくだ
さい。木下夢探訪主催。
■時 2月24日蚊～3月9日臥。
■場 木下万葉公園前（国道365号線竹袋交差点北側。
駐車場完備）。
◆歴史をつなぎ～街中と人～をつなぐ
　　　　　木下を元気に「町家・ひなまつり」
　恒例の町家ひな祭りが開催されます。七段飾り
や、お茶席など楽しいひと時を昔なつかしい町家
で過ごしてみませんか。
■時 3月2日臥・午前10時～午後3時ごろ。
※雨天決行。
■場 「国登録有形文化財・岩井家住宅主屋」（JR木
下駅北口150m）。
■費 無料。
※駐車場はありませんので、各種公共交通機関を
ご利用ください。
※いずれも詳しくは下記まで。
■問 岩井（緯090－2525－0559）。

（３）平成２５年（２０１３）2月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

　市の文化芸術の振興を図るための基本方針について、
市民のみなさんの意見を公募します。
胸素案閲覧場所…生涯学習課、中央駅前地域交流館、
各公民館・図書館。市ホームページでも閲覧できます。
■対 市内に在住・在勤・在学する人。
■申 ２月２８日牙（当日消印有効）までに、住所・氏名・
連絡先を必ず明記し、下記まで持参。または郵便・Ｆ
ＡＸ・メールで提出。閲覧場所にある意見回収箱への
投かんでも可。
※必要事項が明記されてないものは無効。なお、応募
に要する諸費用は応募者本人の負担です。
■問 生涯学習課生涯学習文化班（〒２７０－１３９６印西市大
森２３６４－ ２・緯 内 線５４４・胃 碓４２ ００３３・■メール 
syougaku@city.inzai.lg.jp）。

■費 
入
場
無
料
（
申
込
み
不
要
）。

■問 
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
コ
ン
サ
ー

ト
係
（
緯
碓46 
1
1
3
1
）。

怯
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ジ
ャ
ム
2
0

1
3
冬
　
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ

in

ザ　
季
節
ご
と
に
開
催
し
て
い
る
、
手

づ
く
り
の
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

懐
か
し
い
音
楽
と
、
美
味
し
い
コ
ー

ヒ
ー
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
2
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

23

30

5
時
。

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
木
刈
）。

■費 
無
料
（
コ
ー
ヒ
ー
サ
ー
ビ
ス
）。

■問 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
（
緯
碓46 
8

6
1
1
）。

怯
家
族
短
期
入
所
事
業

■内 
発
達
障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
お
よ

び
ご
家
族
を
対
象
と
し
た
2
泊
3
日

程
度
の
療
育
支
援
。
専
門
ス
タ
ッ
フ

が
評
価
、
療
育
、
相
談
な
ど
を
行
い
、

方
向
性
を
提
案
し
ま
す
。

■対 
臼
自
閉
症
、
広
凡
性
発
達
障
害
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
そ
の
ほ
か
。

診
断
を
受
け
た
3
歳
か
ら
就
学
前
。

渦
利
用
決
定
後
に
、
通
園
機
関
（
有

料
）
か
ら
の
紹
介
状
を
用
意
で
き
る

人
。

■問 
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
―
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局
秩
父
学
園

家
族
短
期
入
所
事
業
担
当
（
緯
0
4

―
2
9
9
2
―
2
8
5
9
）。

怯
ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
中
央
メ
ン

バ
ー
募
集

　
美
容
と
健
康
に
社
交
ダ
ン
ス
を
踊

り
ま
せ
ん
か
（
見
学
大
歓
迎
）。

■時 
毎
週
日
曜
日
・
午
後
1
時
～
5
時
。

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
。

■費 
入
会
金
2
街
0
0
0
円
。
月
額

3
街
0
0
0
円
。

■問 
沢
崎
（
■携 
0
8
0
―
5
0
4
2
―

0
7
5
4
）。

怯
印
西
歴
史
愛
好
会
会
員
募
集

　
歴
史
を
学
び
地
域
と
の
親
睦
を
深

め
ま
せ
ん
か
。

■時 
毎
月
第
2
日
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

正
午
。

■場 
小
林
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
。

■内 
講
師
に
よ
る
地
域
歴
史
な
ど
の
講

演
会
（
年
3
回
の
館
外
学
習
あ
り
）。

■費 
前
期
・
後
期
各
3
街
0
0
0
円
。

■問 
山
下
（
緯
碓97 
5
1
3
1
）。

怯
2
0
1
2
年
度
卒
業
記
念
コ

ン
サ
ー
ト

■時 
2
月
　
日
画
・
午
後
7
時
～
（
開

15

場
は
午
後
6
時
～
）。

■場 
東
京
キ
リ
ス
ト
教
学
園
大
チ
ャ
ペ

ル
（
内
野
）。

■内 
卒
業
予
定
者
に
よ
る
ピ
ア
ノ
、
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
、
ギ
タ
ー
、
声
楽
な

ど
。

募
集

議
会

か
る
も
の
（
保
険
証
な
ど
）・
高
校

生
以
下
は
、
学
生
証
な
ど
と
使
用
料

を
持
参
し
、
使
用
す
る
自
転
車
駐
車

場
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き

終
了
後
、
承
認
票
（
シ
ー
ル
）
と
承

認
証
（
カ
ー
ド
）
を
交
付
し
ま
す
。

※
減
免
申
請
の
人
は
、
使
用
す
る
自

転
車
駐
車
場
窓
口
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
左
記
指
定
管
理
者
ま
で
。

■問 
花
日
本
駐
車
場
工
学
研
究
会
（
緯

0
3
―
3
5
9
1
―
7
1
6
5
）。

胸有料自転車駐車場の使用料胸

使用料（年間１台に付き）
使用区分居住区分 原動機付自転車

（１２５穐以下）自転車

7，350円5，250円一般
市内

3，675円2，625円高校生以下

14，700円10，500円一般
市外

7，350円5，250円高校生以下

■時 
3
月
1
日
画
～
　
日
蚊
の
平
日
・

31

午
前
6
時
～
　
時
、
午
後
4
時
～
9

11

時
。（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
午
前
8

時
～
正
午
）。

■場 
使
用
す
る
自
転
車
駐
車
場
。

■費 
料
金
支
払
い
は
、
使
用
す
る
自
転

車
駐
車
場
窓
口
（
下
表
の
と
お
り
）。

胸
申
請
書
の
配
布
場
所
…
各
自
転
車

駐
車
場
。

胸
使
用
期
間
…
4
月
1
日
～
平
成
　26

年
3
月
　
日
。

31

■申 
記
入
済
み
の
申
請
書
・
住
所
が
分

 有
料
自
転
車
駐
車
場
の
定
期
使
用
申
請
の
受
け
付
け
開
始

木下地区で2つのひな祭り

 みなさんのご意見をお寄せください

印西市文化芸術の振興に関する
　基本方針（素案）の市民意見公募

※
配
布
物
の
状
況
に
よ
り
、
配
達
の

有
無
、
終
了
時
間
が
前
後
す
る
場
合

あ
り
。

胸
時
給
…
8
3
0
円
～
（
通
勤
手
当

あ
り
）。

■対 
普
通
免
許
を
有
し
、
お
お
む
ね
　65

歳
以
下
の
健
康
な
人
。

■定 
　
人
。

12
■申 
3
月
1
日
画
（
必
着
）
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
張
り
付
け
）
を
左
記

ま
で
郵
送
も
し
く
は
持
参
。

※
書
類
選
考
後
、
簡
単
な
面
接
を
行

う
場
合
あ
り
。

■問 
市
民
活
動
推
進
課
市
民
活
動
支
援

班
（
〒
2
7
0
―
1
3
9
6
印
西
市

大
森
2
3
6
4
―
2
・
緯
内
線
3
4

4
）。

平
成
　
年
度

25

　
内
閣
府
青
年
国
際
交
流
事
業

　
内
閣
府
で
は
、
日
本
と
世
界
各
国

の
青
年
と
の
交
流
を
通
し
て
、
相
互

理
解
と
友
好
を
深
め
、
広
い
国
際
的

視
野
と
国
際
協
調
の
精
神
を
身
に
付

け
た
次
代
を
担
う
に
ふ
さ
わ
し
い
青

年
を
育
成
す
る
た
め
、
青
年
国
際
交

流
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

胸
募
集
内
容
…
臼
国
際
青
年
育
成
交

流
渦
日
中
、
日
韓
青
年
親
善
交
流
嘘

東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
唄
青
年
社
会

活
動
コ
ア
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
。

胸
要
件
…
詳
細
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.cao

.g
o
.jp
/k
o
ry
u
/

）
ま
た
は
、
千

葉
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w

.p
re
f.ch
ib
a.lg
.jp
/k
e
n
m
i

n
/k
e
n
ze
n
ik
u
se
i/h
2
4
-n
ai

k
ak
u
fu
.h
tm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

胸
募
集
期
間
…
2
月
5
日
峨
～
3
月

　
日
画
。

15※
希
望
者
に
募
集
要
項
を
送
付
し
ま

す
。
な
お
、
募
集
要
項
な
ど
は
内
閣

府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■問 
千
葉
県
庁
県
民
生
活
課
子
ど
も
・

若
者
育
成
支
援
室
（
緯
0
4
3
―
2

2
3
―
2
2
8
8
・
胃
0
4
3
―
2

0
1
―
2
6
1
3
）。
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こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
、
最
終

選
考
に
残
っ
た
　
作
品
の
中
に

10

ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て
い
ま
し
た

（『
広
報
い
ん
ざ
い
』
平
成
　
年
23

　
月
　
日
号
に
掲
載
参
照
）。

10

15

　
し
か
し
「
も
っ
と
『
印
西
』

の
名
前
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
作
ろ
う
」

と
考
え
た
小
林
さ
ん
。「
そ
う

考
え
た
時
、
す
ぐ
に
『
印
鑑
を

持
っ
た
サ
イ
』
が
頭
に
浮
か
び

ま
し
た
。
そ
れ
が
今
の
い
ん
ザ

イ
君
の
姿
で
す
」
と
の
こ
と
。

こ
の
瞬
間
に
「
い
ん
ザ
イ
君
」

が
誕
生
し
た
の
で
す
。

　
現
在
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
中
の
「
い
ん
ザ
イ
君
の
絵

本
」
も
手
が
け
て
い
る
小
林
さ

ん
。
い
ん
ザ
イ
君
本
人
に
は

「
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
し
て
、
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
と
ふ
れ
あ
っ
て
、
も
っ
と

も
っ
と
愛
さ
れ
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
な
っ
て
ね
！
」
と
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
　
み
ん
な
に
愛
さ
れ
て
い
る

「
い
ん
ザ
イ
君
」。
現
在
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
活
動
記
録
な

ど
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ん
ザ
イ
君
」
誕
生
ま
で
の
秘
話
を

お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
印
西
市
に
引
越

し
さ
れ
て
3
年
。
武
蔵
野
美
術
大

学
在
学
中
か
ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に

興
味
を
持
ち
、
卒
業
後
は
お
も

ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
で
色
々
な
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
商
品
の
企
画
を
担
当
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、
市
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
の
広
報
を

見
て
、
ま
ず
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
把

握
す
る
た
め
図
書
館
に
通
い
、
調

べ
た
そ
う
で
す
。
最
初
に
「
印
西

市
＝
都
市
と
自
然
が
共
存
す
る
ま

ち
」と
し
て
イ
メ
ー
ジ
し
た「
ト
ッ

シ
ー
と
み
ど
り
ち
ゃ
ん
」
が
誕
生
。

 印
西
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　
　
　
　
　
　『
い
ん
ザ
イ
君
』
誕
生
秘
話

広報レポーター： 瀧田   昭 造  （滝野）
たきた しょうぞう

九
十
に
四
年
と
迫
る
生
日
を
過
ぎ
す
く
や
け
く
賀
状
し
た
た
む

大
　
森
　
　
　
石
塚
　
　
浩

児
童
ら
の
合
唱
を
聴
く
体
育
館
窓
に
裸
木
の
影
が
伸
び
ゆ
く

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

幼
き
日
焚
付
け
な
り
し
杉
の
葉
の
軽
き
感
触
な
つ
か
し
み
踏
む

木
　
刈
　
　
　
道
見
　
優
子

今
は
も
う
煎
餅
蒲
団
は
死
語
と
な
り
ダ
ウ
ン
と
ム
ー
ト
ン
に
 包
 ま
れ
眠
る

く
る

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

口
も
と
の
翳
り
が
母
に
似
て
ゐ
る
と
三
面
鏡
の
わ
が
顔
を
み
る

　
草
　
深
　
　
　
清
田
す
み
江

熱
燗
や
男
の
ロ
マ
ン
聞
く
羽
目
に

木
　
刈
　
　
　
渡
辺
　
敏
子

 嬰
児
 の
握
り
拳
や
明
け
の
春

み
ど
り
ご

竜
腹
寺
　
　
　
五
十
嵐
栄
子

日
脚
伸
ぶ
富
士
に
沈
む
日
ゆ
っ
た
り
と

滝
　
野
　
　
　
柴
田
　
里
子

若
人
の
ひ
た
駈
け
る
道
初
の
富
士

大
　
森
　
　
　
小
林
　
八
重

買
い
物
や
北
満
冬
に
飢
え
し
日
々

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て
活
躍

中
の
「
い
ん
ザ
イ
君
」。

　
彼
の
誕
生
に
先
立
ち
、
平
成
　23

年
5
月
に
公
募
を
開
始
。
6
1
0

点
の
作
品
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、

「
い
ん
ザ
イ
君
」
が
最
優
秀
賞
と

な
り
ま
し
た
。

　「
い
ん
ザ
イ
君
」
は
「
コ
ス
モ

ス
の
日
」
と
い
わ
れ
て
い
る
9
月

　
日
生
ま
れ
。
赤
色
の
サ
イ
の
お

14父
さ
ん
、
白
色
の
サ
イ
の
お
母
さ

ん
か
ら
生
ま
れ
、
市
内
の
探
険
と

お
昼
寝
、
自
然
の
中
で
の
ん
び
り

す
る
こ
と
が
好
き
な
推
定
5
歳
の

男
の
子
で
す
。

　
こ
の
「
い
ん
ザ
イ
君
」
の
生
み

の
親
、
小
林
あ
ゆ
み
さ
ん
に
「
い

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　〝
ふ
る
さ
と
の
 訛
り
な
つ
か

し
 停
車
場
の
 人
ご
み
の
中
に
 そ

を
聴
き
に
行
く
〟

　
石
川
啄
木
が
詠
ん
だ
こ
ろ
の

「
駅
」
は
、
地
方
の
訛
り
が
交
わ
さ

れ
、
望
郷
の
念
を
癒
や
し
て
く

れ
る
場
所
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　
故
郷
に
思
い
を
は
せ
る

「
駅
」
と
い
う
場
所
は
、
時
代
の

流
れ
と
と
も
に
姿
を
変
え
、
今

で
は
「
駅
ナ
カ
」
な
ど
新
し
い

姿
へ
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
市
内
の
駅

の
一
つ
、
北
総
線
の
「
千
葉

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
」（
中

央
南
1
―
1
3
9
0
―
1
）
を

取
材
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
取
材
で
は
、
駅
務
区
長
（
駅

長
）
の
大
須
賀
さ
ん
と
北
総
鉄

道
企
画
室
の
古
屋
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

　
同
駅
は
、
昭
和
　
年
3
月
に

59

開
業
。
現
在
、
一
日
約
3
2
街

0
0
0
人
の
利
用
者
数
を
誇
り

ま
す
。
中
央
駅
圏
内
は
住
宅
以

外
に
商
業
施
設
や
ビ
ジ
ネ
ス
ビ

ル
な
ど
の
ほ
か
に
も
用
途
別
の

空
き
用
地
が
多
く
あ
る
の
で
、

今
後
の
乗
降
客
数
は
、
ま
だ
ま

だ
増
え
て
い
く
勢
い
で
す
。

　
一
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で

は
、
駅
舎
の
壁
な
ど
に
多
少
の

被
害
は
出
た
も
の
の
、
殆
ど
影

響
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
ま

た
北
総
線
全
線
の
線
路
も
被
害

は
な
く
、
震
災
の
次
の
日
に
は

ほ
ぼ
通
常
の
運
行
が
で
き
た
と

の
こ
と
。
大
災
害
に
も
関
わ
ら

ず
、
被
害
が
最
小
限
に
止
ま
っ

た
基
幹
的
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
北

総
線
は
、
誇
る
べ
き
鉄
道
な
の

だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
堅
固
な
北
総
線
は
、
駅

長
さ
ん
を
は
じ
め
各
駅
の
駅
務

員
や
　
時
間
体
制
で
線
路
の
維

24

持
管
理
を
し
て
い
る
保
線
区
の

人
、
車
両
基
地
で
電
車
の
点
検

業
務
を
し
て
い
る
人
た
ち
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
人
の
手
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
の
で
、
わ
た

し
た
ち
は
安
心
し
て
利
用
で
き

ま
す
。
こ
の
当
然
の
こ
と
に
多

く
の
労
力
や
時
間
な
ど
が
費
や

さ
れ
て
い
る
事
実
を
、
今
回
の

取
材
で
改
め
て
実
感
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。　

「
い
ん
ザ
イ
君
」に
会
い
た
い
人
は
、

こ
う
し
た
情
報
も
要
チ
ェ
ッ
ク
で

す
。
　
み
な
さ
ん
、
今
後
も
い
ん
ザ
イ

君
を
応
援
し
て
く
だ
サ
イ
！

■問 
経
済
政
策
課
地
域
資
源
振
興
班

（
緯
内
線
3
5
1
・
3
5
2
）。

　
駅
長
さ
ん
た
ち
が
、
小
・
中
学

生
の
見
学
会
や
職
場
体
験
な
ど
の

後
で
受
け
取
る
お
礼
の
手
紙
に
は

「
明
日
へ
の
力
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
素
に
な
り
、
さ
ら
な
る
安
全
第

一
で
運
航
す
る
こ
と
に
気
持
ち
が

引
き
締
ま
る
」
と
お
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
ま
た
「
駅
を
利
用

し
て
い
た
だ
く
み
な
さ
ん
へ
の

『
も
て
な
し
の
心
』
を
研
く
た
め
、

接
遇
研
修
も
徹
底
し
て
行
っ
て
い

ま
す
」
と
、
わ
た
し
の
心
に
響
く

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■問 
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅

（
緯
碓46 
3
7
1
1
）

広報レポーター：
 現王園   秀志 （原山）
げんのうぞの ひでし 千葉ニュータウン中央駅

▲千葉ニュータウン中央駅の外
観

▲葛生みの親である小林さん
（左）といんザイ君

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

掲載情報は1月30日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

①食器洗い乾燥機（家庭用）②パンツプレス③インクジェットプリンタ用インク
7色（1千円）④ハイローベット＆チェア（800円）⑤バストロンボーン（6万円程
度）⑥電子レンジ（4千円）⑦プリンター用インク（2個で1千円）⑧小林中学校学
生服、長袖とＹシャツ（ズボン200円・Ｙシャツ300円）⑨巻き革（牛革・1千円）。

①大森小学校男子体操服②ピアノ（アップライト）③印西中学校の女子用制服と運動
着④しおん幼稚園男児、女児用ジャージ、男児、女児用体操服（大きめサイズ希望）
⑤天神幼稚園男児、女児制服、ブラウスなど⑥犬用乳母車⑦  ベビーカー⑧補聴器。

▲葛いんザイ君はど
のイベント会場でも
人気者。常に人だか
りが絶えません

▲葛踏み外し防
止の模様がある
階段・ＡＥＤな
ど、普段気付か
ない部分に安全
確保の工夫も

▲大須賀駅務区長（左）の案内
で施設を見学。バリアフリー対
応もしっかり成されていました


